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北海道東部沖合の鮭鱒類の天然餌料の研究(予報)

田村

河合 潜

正

北海道東岸では5月乃:3!7月の候に鮭鱒の流網漁業が行ゐれるが、その魚群は殆んどサク(トキ

シラズ)とカラフトマスでとの外稀に紅鮭が捕獲される。之等の魚群は先づ始めにトキシラズが

現れ，始め、号えいでカラフトマスの漁期となる。との魚群は何れも索餌i回講中のもので、泊化器管

は餌料で充満して居るのが普通屯、ある。

あたかも此の季節は此c海直には餌料プランクトンの豊富主主建生を見るもので(田村、藤井:本

報告中)あ P、叉その漁期は棲息水域の水温とも密接た関係がある。北千島沖合で横山、 111上

(1932 )等の研究したととろによれば、白鮭は初漁期は6月上旬で水温1.500前後であるが、 6月中

句.からT月中旬に盛期となり水温は3.60C _7.00 Cとなり、更に上昇して 8.000_9.00Cになれば

(7月下旬)絡漁となると云う。叉カラフトマスに就いて見るに、 6月下旬に初漁があって水温は

4.5 C位であるが、7月中旬から8月上旬に諜期とた担、水温は7.00，..，11.00Cとたれ・終漁期は 8月

下旬で11.00Cとたって居る。

叉紅鮭はサケとカラフトマスの犬韓中間f立に適温帯を有し、盛漁期も7月中旬から下旬に及び

水温は9.5-10.00Cで遣うると云う。

猶鮭鱒漁場に於げる餌;料プランクトンの分布を予め調査して置くととは漁場の・選定上極めて重

要なとと L考えられるが、之がためには索餌i凶器f中の鮭鱒類が果して如何なる餌料を揖食して居

るかを間明する必要がある。本接部の練習舶は釧路沖合で鮭の流網漁業試験を貫施するに営り、

同海直の海洋調査を行うと同時に、プランクトン採集により餌料プランクトンD 分布を明にし、

更に鮭鱒類の消化器中より天然餌料を探集調査し漁業D 科理化への費料たらしめんとした。著者

等は、おしよろ丸前舶長棲庭誠竺教授の蝿託により研究をたしたも Dで、費料探取に営り種k御

協力をお願いした本校教官。小林喜雄、五十嵐孝夫、西山作臓の諸氏に厚く感謝の意を表するも

のである。

1.材料

漁場で流網IC上り捕獲後、練習時で塩擁叉は臨詰(昭和25年度より)に製造する際、胃を採取

し、 5%フォルマリンにて保有したものを検鏡し大。材料は1949年及び1950年の雨年分で、室蘭

沖から銅l路沖の網場に豆り、 1949年分は175側、 1950年分はlL50個の計 325個の擬察である。従来

の研究で、は消化器中の大型餌料にのみ注意ーを掛ったが、今回は顕徴鏡を使用して微細な餌料プラ

ンクトンにも注意した。

2.結果

捕獲した鮭鱒D 漁場並びに捕獲月日は第1表及び第2表陀示した。

A..揖餌扶況

1949年度分は175個の胃の調査中1f.71同iに内容物がる D揖餌率は91.2%となり、 1950年分ば140

個中133個に内容物があって95.3%となった。官の内容物の無いものも完全消化のもD が僅かに認

められたから、此の季節の鮭鱒類は凡てが活穣な索餌中のものと認められる。
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B. 播取量

胃中の餌料の量を秤量したととろによれば、 325個中最も多かったのは145.0grがあり、最少は

完全消化のため殆E皆無に近いものまであった。然して平均値を見るに1949年は 16.27grで1950

年分では20.33grであった。
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猶揖餌量の多かったもoはハダカイワシを捕食して居ったもので、多いものでは体長170mm

のハグカイワシを 5尾も捕食して居った。第2位の 10'3.0grのものもカサゴの稚魚、を多数捕食し

て居った、めである。

c.滑化程度

胃中I'C於ける消化程度は、餌料の種類、揖餌後の経過時間、水温その他白保件で相還を来ずと

とは勿論である。餌料生物が新鮮で原形を保つ程度のものと、中等度の消化で僅かに種類を判別

出来る程度と、更に完全消化に主り全く種類の判定困難主主もり¥.3階級とした0'ハダカイワシ、

魚llD稚魚、魚卵、 PαTαthemisto，翼足類の 'Limacinα，タコの稚仔、 E'Uphα仰向 ，;}Iysis等は比較

的判定L易いが Cαfαη'usそり他c大形鹿脚類等は、出現量が他に比ペて僅少で、あった。とれは

外皮が薄いために泊化し易かったためではないかと推察される。

D;餌料の種類

腎の内容物に就ての親察は1~49，1950年分仕夫々第3 表，第 4 表に示した。

第 1 固

(11.魚、調

く的ハグカイワシ:J.;，'e型の

ものでは前述のハダヵイ

ワシが拳げられる。

との魚、は深海性οものと

ι され，るが、夜間に餌科と

するプランクトンを求め

て、上、中j膏に垂直移動

を行った際、鮭鱒に捕食されたもむか、設は鮭鱒自身が相営な深度まで移動して捕食して来たか

は今直ちに決定は困難で・ある(第1闘参Hl¥)。ハダカイワシの出現した地離は比較的少く、 1949

年度は枇.1(地球岬〉のみで、 1950年には Stム9，10.11，12の所謂量JI路沖の漁場が多かった。

(b)その他の稚魚、:北海道近海産D稚魚の査定は目下のととろ困難なものが多い。大体カサゴ科の稚

魚と推定され，るものが多数捕食されて居り γ と0 外カジイヌゴチ、ギンポ、カレイ、その他の稚

魚が見出正まれた。

(2)端脚類プランクトン

(a)parαthcmisto obl iviaは殆んど凡てο地賠で漁獲された鮭縛頚によって揖食されJて居り北方

海域では重要な餌料プランクトンである。特に本種が紅鮭の好餌料で・あるととは就に主く知られ，

て居る(横山、川上、北水試〉。今回も1950年6月のNO，7のベユマスは此の餌料が大部分を占め

て居た。 1ND、1950雨年のプランクトン介在i(本報告:町村、藤井〉に主つでも康範囲に豆り本

種の出現が見られ，'jt。

(b)Phronunid司令ワレカラ等も幾分乍ら甑食されJている。

(31オキアミ類

Eψha'tlsiαsp.が主要な餌料プランクトシであるととはよく知られているが、鮭鱒矧もよくと

れを揖食している。ブラシクトン分布。調査で、は、採集された場所は比較的狭い海慣に限られて

いたが、官際の分布は庚範囲に豆り叉数量的にも多いものと想像される。とれは Euphwusiα類.

は運動が敏活のため、プランタトンネットの通常の曳上げの速さでは網口から耽遇してしまうた

めに採集困難友ものと考えられる。

(41榛脚類
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第 3表 1949.5:....6}3，鮭;田富餌務調査表

-F14~と 三 11 1
2卜14 1 5卜卜卜卜 10 

J、ダカイワシ co 
カサゴ稚魚 R + C R RR 
カジカ p + 
イヌゴチ， 9 R 
ギνポグ • RR c 
雑魚 RR RR 

+ RR 
Euphausia C R R R R RR c CO 
Parathemisto + C O R R R + + + 
Mysis ート cc R RR + B 
Cαlanus RR R R 
Ctenocαlanus longicoruis ? RR 
Pseudocalanus RR 
P. elongatus R 
Copepoda . spp. + RR 
Nauplius RR + R 
HydrachnII， RR + 
Crustacea + RR R 

Octopus larva RR  

Rossia pacifica RR R RR RR R R 

Limacina helicina RR 
Anurαea RR 
Zoeα larva R RR 

Megalopa グ R RR C C 十 G RR 

Glauchothe RR 

Codonellopsis R 
Parα:fa包，ella denticulata R 

P. ventric.国 a RR 

P. 
R RR 

sp. 

Ptychocyl.s hz鳳 ilis RR 

P. obtωα 

Tintinnopsis sp. RR 

C~ratium RR 

Dinophysis nONJegica R 十

D. ollum + B 

D. sp. + 
Biddul phia sp. 
Chaetoceros did:ymω 

RR .RR 

Coscinodiscus 1anishii RR RR 
C_. sp. R RR 

Denticula elegans RR B 
R 

D. sp. RR 
Fragilaria R B R R RR  

Grammαtophora RR R . 
Licmophore R 

Melosira 凶 rians

M. 日p. RR 

Naviculα RR R RR 

Nitzschia RR 

PIα:giogramma RR 

Pyxidicula RR 

Rhobdonema RR 

Rhizosolenia hebetata RR 

Rh. sp. RR RR 

Stephanopyxis turis RR 

Surirella nor世egiω RR 
Synedra RR 

Triceratium B 



第 4表 1950年 6月 鍵盤種慎'務調‘査.羨ー

正言下一一 主JFい1:2 1 :3.1 4 I 5 1，6 I 7 t 8 I 9 110 I 11 112 

，、ダカイワ γ 'IRRI R C R 

カザゴ稚魚
RRF 

R IRR R IRB cc RIR 十

カジカグ R:R + 
イヌゴチグ守 R.R 
ギシポグ

カレイグ
-ーへ RJt 

その他魚 lmRR 

iEuphausia、
+ +Ic + CC R cc 十

~sopoda RR  

IdotM BR  

ミynidotea"lkevidorsalis ? RR  

ワレカラ R 

日mphipoda' viblia R 
Iphronimidae' + B RR  B 

Iparathemist~ oblivia + 十 C 同幻 C + + R CC 

IPhronima 
4 + 

|崎町 lar吋 RR  + C R C cc R C 

Copepoda RRI 

Calanus R + RR  
ー

C・:~ finmarehicus + 

Oc仰 us
j
lar，va RR  

RR  Rossia ，pαcfjica R C R B R + 
R. 叫 p，lar!va 

fl，im制加 h'elici~ì . RR CIRR RR  
巴 RR R 
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ウロtιシ RR  

Pdlycha.eta : larqa 

ZoealfI，rva， RR  

4晶Z園，品J品T，必司吋十同 mal!na， 

RR  R RI 一汗 F .A- . .噌胃， ゐ明棉 R τt 
RR  合.

CyHarOçyli~ magnι 

Parafavella: ." 
'Acanthostomella norvegictI， ‘ RRI， 

:tinophysis acuta RR  RR  

αaetoceros atranticum IRR 

CosdnodiscijS excentl'icus-一 RR  RR  

Cos. radiαtus R RR  

'Denticula sp. R RRI RR  RR  RR  
‘ 

N側 icula RR  + 

lsùrirelflJ'~. ER  

S~ih1a B~ RR  一



横山、川上氏(1932)守;によれ，ぱ、北千島のシロサ'ケの天然餌料は33，%までが模開類を揖食して

いたと報告しているので.本海直でも最も重要な餌併であると考えて差支なかろう。

此の海置には Copepodαは最も多量に出現するが中でも θαlan'llS plwnchr'll8 は著しい。麗が

鮭鱒類。胃中に見出される棲脚類は比較的僅少でザα1αn'Us，Pl!cudocalαlHtl! 等が見られ，るにすぎ

なかった。 C.helgolαndiεc'US笥;は大形。捷脚類で、餌料プランクトンとしては好誼なものと考え

られ，るが、とれ，が問中に比較的少いのは、消化し易い反めに原形を止め歩、とのため残存率の少

君主かったためではなかろうか。

(51噌;脚類:僅かではあったが見出された。

(61甲殻躍の幼休ブラシクトン

以上の外幼休グランクトンとしては Jfysis劫体 Nαupli'llS，Z ocα，1'fegalopα，印刷clwthe等

各期ρ幼体プランクトンが見出されたコ

(引軟体動物プランクトン

イカ、グコ等の稚仔や翼足額の Limacina!telicina等D大形プランクトンや、 Gαstropodα幼

檀等も幾分見出されJko

(81環形動物

僅か乍ら多毛額の幼生が見出されている。との外プランクトンネットーには鬼により浮訪主性の

Tomop~et附が出現したととろもあったから、斯様なものも好油危餌料となるに淫いない。

(9H妓細プランクトン

以上の外顕微鏡的左微細フ・ランク.トンが可成見出され，た。とれは鮭鱒が主要餌料として揖食し

ているものとは考えられ主主いが、同の内容物を検鏡中には必ヂ認められるもりでちる@

(九動陽性プランクトン

チンチ 1 ス類- PαTαfαvella，Tinfinnops i8， C odonello p3I8等が見出された。

帯鞭類一θeratiuin，PeridinI'ttm， Dinopk!J均等が護見された。

植物性プランクトンー珪藻額が大部分で、その種類も多い。即fぅBiddulp!tia， Coscinodisc'Us， 

C!taetocel'os， DentZcula， Gramatoplwre， Licmop!torαFI'αgillαria， l}!eloEira， lY'αvi c'Ula， .Nitzs!tiα， 

R!tabdonemα等で、何れも僅かに出現したに過ぎなかった。 ζれら微細プランクトンの餌料的債値

に就ては、勝来の問題としても、胃中に揖取された以上は、或る成分は営然保有する泊化酵素によ

って消化され，るであろうから祭養となり得るととは営然で、有効なものとも考えられる。然し稚

魚時代ならば主要宕:柴養源としたであろうが、成轄の鮭鱒類では犬形プラシクトシの揖餌ρ際に

鯨肥の陥歯に止ったものが、胃中1<:運び込まれた程度のもD では友かろうか。

E鮭鱒のi回滋と餌料プランクトンの関係

別報(田村、藤井Jに迷べた様にプランクトンの分布と鮮縛漁業場との間には密接な関係があ

るととば指摘出来るが、鮭簿類が之等の餌料プランクトシを如何たる割合に揖取しているかは、

漁場に於けるプフンクトンD分布或は魚、の漁獲された時期、時間等に工って幾分相違はあろう。

即ちプランクトンο分布は季蔀により海洋僚件の費動と共に費化し、又動物プランクトンの或

るものは一日中でも輩夜によって垂直移動を行うからである。今1950年c鮭鱒類。揖J[)(欣態を示

ナと第5表の様に左る。即ち車一餌料によるもの或は混食するもο等極めて雑多で、あるが、とれ

は要ナるに漁場ーに於けるプランクトンの分布と関係の深いためと考えられ、多種類に亘って出現

ナるプランクトン中から、魚、c噌好によって個々選揮揖取したものか、或は各々の餌料プランク

トシがその習性上一定。僚件のととろに群集生活するために、魚種により乙D僚件のととろで索
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餌 [AをLめ異る結果となったものかは、今後臼研究にまつ外はない。北海道水深試験場ぐ1929)で

春期太平洋岸の鮭鱒の操業誤験に於てaE和4年度には主餌キくたるノj魚、類〈コニシン等〉やイサダο

謹生量が魚類の来酵や;tツトセイの来酵にも蹴係あるとと笠指摘している。鮭鱒類は魚、種I乙より

餌料の種類が異るととは従来知られて居るが、とれ，も駐鱒類が漁獲誼温水(漁期〉が異なり、又

・溺永層が異ることから、たとへ同一時期に同一海官官.で捕獲された鮭鱒でも、索餌場所(深度とか

索餌時間〉等が異るために揖取し?と餌料tz;差が出来たものかも知れないからである。

第 5表 1949，1950隔年度鮭鱒類の撮賦態

餌料 |揖餌尾数

Pαrαthemisto 28 

Megαlopα 20 

Myl!i8 19 

Euphαu8t・α 10 

カサゴ稚魚、 9 

Parαthemiso + Mysi8 48 

1/ + E'uphαusiα 85 

r + F 十Megalopa 13 

// + F +カサゴ稚魚 24 

My8is +カサゴ稚魚 5 

F +PαTαthemisto + // 1~ 

F 十 F 叩い[ 79 

Euphαllsia ヰカサゴ稚魚 31 

4.摘要及び結論

(11北大水産接部練習舶お

しよろ丸の1949，1950雨

年度の北海道東海岸に於

ける鮭鱒流網漁業試験の

際の鮭鱒類の胃の内容物

によ P天然餌料の調査を

行った。

白l本海匝D 魚群は凡て索

餌i回講中D ものと考えら

れ金調査個数中1949年は

91.2払1950年は中9.5.3%

中から餌料が検出された.

l31揖餌量白最も多かった

個瞳ではハダカイワシを

揖食していたもので、樟

長 170mm位のものを 5

尾で;14:5.0grにも達した

ものもあった。

凶天然餌料ばハダカイワシを除いた外は殆んど大型の動物性プランクトンでるったが、とむ外胃

中から多種類に亘るプランクトンも見出され，1と。

以上が今回の研究によって明らかにされた艶であるが、本研究の目的を完遂するためには各漁

場で海洋調査、餌料プランクトンc採集(とれも餌料プランクトンの垂直的分布及び垂直砂動を

明にする必要あり〉をした後、直ちにそD場所で投網し各種の魚、獲物C性質を明らかにすると同

時に、胃の内容物に就ても個々に就て詳組な研究をナる必要がるる。

斯様な研究を各期各海阪で賓施する1x.らば、漁場。・選定上海洋僚件や餌料プランクトンの分布

等が重要な参考となるのみでなく、叉漁期中の鮭舗類。生熊をも明に出来る。
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